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二重格語尾が含まれるモンゴル語の日本語訳に見られる特徴

ゴスチンゴワ

1.はじめに

本稿では、中国内モンゴル自治因におけるモンゴル語を厨語とする日本語学習者2

が属格語尾を基本とする二重格語尾が含まれるモンゴル語の文を、どのように翻訳し

ているかについて考察する。現代モンゴル語には7つの基本的な格助詞があり、主格

以外の格助詞にはそれぞれ格語尾がある。具体的にモンゴル語の主格はゼロ語尾であ

る。即ち主格を表す本来の諾尾は存在しないが日本語の格助詞「が」「の」「に」「で」

「を」と対応させられる。モンゴル語の属格には「寸」は」「6'」という三つの格語尾

があり、「が」「の」「に」に対応する。対格には「ぐ」「ぐ」という二つの格語尾があり、

「が」「を」に対応する。与位格には「＃」「咤」という二つの格語尾があり、「が」「に」

「で」「を」「へ」に対応する。奪格には「ゴ」という一つの格語尾があり、「が」「に」

「で」「を」「より」「から」に対応する。造格は「仰」「寸」という二つの格語尾があり、

「が」「に」「で」「を」に対応する。また共同格は「吠」という一つの格語尾があり、

「に」「と」に対応する。しかし、モンゴル語の格助詞は日本語の格助詞と異なり、ニ

つの異なった格語尾を重ねて用いる場合があり、これは二重格語尾と呼ばれる。フフ

バートル (1993) は二重格語尾として属格語尾~yin、 ~un/iin、紐／U＋与位格語尾＃

du/du、咤 tu/tii および属格語尾~yin、~un/iin、6'u/u＋共同格語尾q,('tai/tei[tai,t::ii,tei]

tai/teiを挙げ、例えば次のような用例が見られるとする。

(1)先生のところへ行く。

これをモンゴルに翻訳すると「臼ざ竺云ll"」となる。ここでは属格語尾の「吋」と

与位格語尾の「吋」が重ねて使われていることが分かる。

(2)その人のと同じものを買おう。

これをモンゴル語に翻訳すと「崎l6'吋-“富l"」になる。この文では属格語尾「釘

と共同格語尾「吋」が二重格語尾を形成している。

以上、（1)と (2)のモンゴル語の翻訳文のように、モンゴル語では二種類の格語

尾を重ねて使うことのできるケースがしばしばみられる。しかし、浅） 1|• 竹部 (2014)

では、日本語の助詞分類の基礎となる助詞相互の承接に関する原則の一つとして、格

助詞と格助詞とは重ならないと記述しており、その理由として、格助詞は体言または

体言に準ずる語を承けて下の語との関係を表す助詞なので、格助詞どうしが重なるこ

とができないと説明している。そこで、内モンゴル自治区の日本語学習者は二重格語

尾が含まれるモンゴル語の文を日本語に翻訳するに際して二重格語尾をどのように翻

］以下、内モンゴル自治区という。

2本稿で参考にした先行研究では調査対象者は同じモンゴル語母語話者でもモンゴル人学習者、ま

たはモンゴル人H本語学習者と使われている場合がある。しかし、本稿ではモンゴル語を母語とす
る日本語学習者と統一する。
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訳しているかを明らかにすることを、本稿の目的とする。

2.モンゴル語における二重格語尾

2. 1 定義と機能

モンゴル語では「-.../)~竺」「＂竺せ」「嘩竺竺」などのようなセ竺（属格語尾十与位格）」

「竺竺（与位格＋奪格）」「竺吋（共同格＋与位格）」のように、異なった二種類の格語

尾が重ねて使われているものを二重格語尾と呼ぶ。

~ (2009)では、一つの文で重ねて使われる二つの格語尾の一つ目の格語尾は語

を造る機能があり、二つ目の格語尾は語の格を決定する機能があるとされている。 3

2.2 分類

モンゴル語の二重格語尾は研究者によって分類の仕方が異なる。内モンゴル大学モ

ンゴル語学学院モンゴル語文研究所4(2005)によれば、モンゴル語では異なる二つの

格語尾が重なって使わることによって、語と語の間の複雑な関係を示し、重ねて使う

ことができる格語尾は属格語尾、共同格語尾、与位格語尾の三種類を基本とする。

一方、~ (2009)ではモンゴル語の二重格語尾を以下のように分類をしている。

一つ目は共同格語尾を基本とするとされる二重格語尾である。しかし、実は共同格語

尾を基本としているのではなく、「硲（ない）」の反対の意味と対応している「的

細（ある／全部）」という意味の形容詞名詞を作る「吠」語尾を基本としているとされ

ている。二つ目は与位格語尾と奪格語尾が重ねて使われるケースの例文「r咤ゴ」、及

び属格語尾と与位格諾尾が重ねて使われているケースの例文「以）出＃」である。二つの

組み合わせは「ゴ／吋／ゴ／~)~が吋／吋吋」などと同じ構成となっている。つまり、い

くつかの異なった格語尾は複合語尾を形成し、より複雑な文法関係を示す表現とみる

ことが可能であるとしている。その中で、複合格語尾を形成するいくつかの格語尾の

意味関係から見ると複合格語尾になれる可能性が高い。例えば‘「(l('~」は「r+n （存

在） ＋ゴ（離れる）一①ゴ（出発する）」という文法関係になるという。

これらの先行研究を踏まえ、本稿ではモンゴル語の二重格語尾の組み合わせを9種

類に分けることとする。すなわち、それぞれ、属格語尾を基本とするもの6種類、与

位格語尾を基本とするもの 1種類、共同格語尾を基本とするもの2種類である。さら

に、これら 3つの類型の二重格語尾に属する格語尾の組み合わせはつぎのとおりであ

る。すなわち、「属格語尾＋対格語尾 (6'¥f）」、「属格語尾十与位格（吋＃）」、「属格語尾十

与位格（窪）」、「属格語尾十奪格 (6'~）」、「属格語尾十造格語尾（窪）」、「属格語尾十

共同格語尾 (6'q,('）」の6種類、与位格語尾を基本とするものとして「与位格語尾十奪

格語尾（咤以）」の 1種類、共同格語尾を基本とするものとして「共同格語尾十与位格

語尾（吋＃）」、「共同格語尾十奪格語尾（叩叫）」の2種類がある。ただ、与位格語尾と

3~ （中国語表記、圏「1吉日嗅拉） （2009)より引用した。筆者は元のモンゴル語を日本語に翻
訳したものである。

4原語では「内蒙古大学蒙古学学院蒙古i吾文研究所」である。
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共同格語尾を基本とするものは属格を基本とするものと比べると多くないため、本稿

では属格語尾を基本とした6種類の二重格語尾のみを扱うことにする。モンゴル語の

属格語尾には3つの格語尾があり、語幹によって使い分けされる。清格爾泰 (1991)

は、属格語尾は所有、性質、部分、原材料、容器、時点，場所、設立主体、固有の名

称、動作主、範囲を表すと述べている。

3.先行研究

3. 1 日本語とモンゴル語の助詞に関する対照研究

日本語とモンゴル語の対照研究では小沢重男 (1997)、賽空烏其拉附・塔郷 (2013)、

エルデネビレグ ウヤンガ (2009）、フフバートル (1993)などが挙げられる。

小沢 (1997)では、モンゴル語の格助詞の接続方法や用法について記述があるが、

二重格語尾に関する言及はない。

賽空身其拉閤・塔鄭 (2013)では、日本語の格助詞の用法について記述がある。特

に、それぞれの格助詞の用法ごとに例文を添えてモンゴル語訳をつけて説明している

ため、日本語の格助詞とモンゴル語の格語尾の対応閲係を具体的な用例を通して理解

することができる。

エルデネビレグ ウヤンガ (2009)は日本語とモンゴル語の格関係の対照という観

点から、主に格助詞「を」「に」「で」がモンゴル語のどの格語尾と対応しているかに

ついて明らかにした。

フフバートル (1993)はモンゴル語の基礎文法書であり、モンゴル語の二重格語尾

についてモンゴル語には格語尾が二つ重なる場合があると述べている。なかでもよく

使われるのは属格語尾十与位格語尾および共同格語尾であると指摘する。しかし、ニ

重格語尾の分類までは踏みこんでいない。

3.2 習得に関する先行研究

格助詞の誤用についての研究としては小林幸江 (1983)、スヘバートル・サインザヤ

(2004)が挙げられる。

小林 (1983)は、モンゴル語を母語とする日本語学習者の代表的格助詞の使用に際

して生じる誤用を、実例を挙げて説明した。

スヘバートル・サインザヤ (2004)は、モンゴル語を母語とする日本語学習者が助

詞「に」「で」の場所を表す用法と「を」の対象を示す用法においてよく誤用を起こす

ことを明らかにした。しかし、誤用の原因は明らかにしていない。

3.3 本研究の位置づけ

先行研究では日蒙両言語の助詞の比較研究や日本語学習者の助詞の習得について、

モンゴル語を母語とする日本語学習者の助詞に関する誤用およびモンゴル語の格語尾

を部分的あるいは全体的にとりあげ、日本語の格助詞との比較対照研究を行ってきた。

しかし、日本語とモンゴル語の助詞は 1対 1対応を見せるものもあるが、日本語は二
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重格語尾を持たない。そのため、二重格語尾を含むモンゴル語を日本語に翻訳する際

に誤用がしばしば生じる。日本語学習においては特に意識して、正しい解釈や訳語を

模索する必要があり、また指導における方法論を確立する要請が高くなると考えられ

る。

4.研究目的

本稿では以下の二つの問題を明らかにすることを目的とする。

① モンゴル語の属格語尾を基本とする二重格語尾を学習者が実際にどのように翻

訳しているのか。

②翻訳の特徴からこのように翻訳している原因を明らかにする。

5.研究方法及び調査対象者

2019年6月7日から 2019年6月27日までの20日間にわたり、属格語尾を基本と

する 6種類の二重格語尾それぞれにつき 3つのモンゴル語の文、計 18の文を作成し、

モンゴル語を母語とする 2名の大学教員にモンゴル語のチェックを依頼した。そのう

えで、それら 18の文をランダムに並べ替え、内モンゴル自治区の大学で日本語を専攻

とする 20名のモンゴル語を母語とする日本語学習者5に翻訳してもらった。また、モ

ンゴル語を母語とする日本語学習者の出身地、母語以外に使用できる言語および、生

活言語について回答してもらった。収集したデータを日本語の翻訳文の中からモンゴ

ル語の二重格語尾の翻訳にあたる部分を取り出し、それから、モンゴル語を母語とす

る日本語学習者が翻訳している実例の形を基に分類した。

6.調査結果

6. 1 属格語尾＋対格語尾 (e;<')の調査結果

まず、属格語尾＋対格語尾 (e;<')に当てられた訳語を頻度順にみると、「のも」と翻

訳しているのが22例、「のを」と翻訳している用例は 12例。「の本も」が7例、「を」

が5例、「から」が3例、「と」が2例、「のものを」と「のと」がそれぞれ2例みられ

た。また「の家から」、「¢」、「をも」「の」「の本を」と翻訳している例がそれぞれl例

であった（図 l参照）。このように「助詞＋助詞」で翻訳されている例が最も多かった。

6.2 属格語尾十与位格語尾（寸＃）の調査結果

次に、属格語尾十与位格語尾（~.e) の訳例を見ると、 60 例中 43 例が「の家に」と

いう訳語をあてており、 60の訳例のうち 43例。そのほかの訳例としては「へ」が 4

例、「の家へ」、「の家から」、「のへ」がそれぞれ2例、「のに」「へに」「家へ」「¢」「家

5なお、これらの学生のうち、 15名が日本語能力試験2級 (JLPT N2)の合格者、 5名が日本語能力

疇 1級 (JLPT Nl)の合格者である。
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に」「の家で」「ので」がそれぞれl例であった（図2参照）。ここでは、「助詞十名詞

＋助詞」の形式で翻訳されている例が最も多かった。

6.3 属格語尾十与位格語尾（窪）の調査結果

3つ目に、属格語尾十与位格語尾（窪）の訳例を見ると「の家に」と訳されている

ものが32例と最も多い。それに次いで「の家から」と訳されている例が 10例、「へ」

および「に」が4例であった。「の家へ」、「のへ」としたものがそれぞれ2例。「のと

ころへ」、「のところに」、「へに」、「の家」、「¢」、「から」としたものも 1例ずつ見ら

れた（図3参照）。図3からは「助詞十名詞＋助詞」で翻訳されている例が最も多かっ

たことが分かる。

6.4 属格語尾十奪格 (6'~）の調査結果

4つ目は、属格諾尾十奪格 (gl) 「の家から」の形式で翻訳しているものが最も多

く18例、それに次いで「から」としたものが 13例、「のから」が8例であった。その

ほか「より」が6例、「のより」が5例で、「の服より」が5例見られた。そのほかに、

「家から」「の家に」「の自転車で」「¢」「のサイズより」のように翻訳されている例

はそれぞれ l例であった（図 4参照）。図 4からは翻訳されるばらつきが多いことが

分かる。

6.5 属格語尾十造格語尾（窪）の調査結果

5つ目は、属格語尾十造格語尾（窪）の訳例を見ると「の家に」が 37例で最も多

く、「ので」が5例、「に」、「の家から」がそれぞれ3例、「のへ」、「へ」、「の家へ」が

それぞれ2例、そのほかにも、「から」「の家を」「のところに」「のも」「のから」「ヘ

も」がそれぞれl例見られた（図5参照）。図5では「助詞十名詞＋助詞」で翻訳され

ている例が最も多かった。

6.6 属格語尾十共同格語尾(eq,('）の調査結果

最後に、属格語尾十共同格語尾 (eG,<')の訳例をみると「のと」が 17例、「のも」が

18例と拮抗している。「と」が 7例、「を共に」が 3例、その他は、「の分と」、「の分

も」、「の本と」がそれぞれ2例、また「から」、「との」、「の」、「に」、「のまで」、「を」、

「の本も」「の本を」「¢」がそれぞれl例見られた（図6参照）。図6では、「のと」

「のも」のように「助詞＋助詞」で翻訳されている例が最も多かった。
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6. 7 属格語尾を基本とした6種類の二重格語尾の調査結果の分類

上の調査で得られた日本語訳例を品詞の構成に一般化して幣理すると、次の表lの

ようになる。

表1属格語尾を基本とした6種類の二重格語尾の調査結果の分類

二重格語尾の分類 属格語 属格語 属格語 属格語 属格語 属格語
A ロ

（用例数） 尾＋対 尾十与 尾十与 尾十奪 尾十造 尾十共

格語尾 位格語 位格語 格語尾 格語尾 同格語
計

翻訳結果 (e If) 尾 尾 (e ~) (e的 尾 (6吋）

の分類 （rr/ <16') （四）

①助詞十名詞

゜゜
1 

゜゜゜
1 

②名詞＋助詞

゜
2 

゜
1 

゜゜
3 

③助詞十名詞＋助詞 11 48 46 26 44 11 186 

④助詞＋助詞 37 5 3 13 10 37 105 

⑤助詞 11 4 ， 19 6 11 60 

⑥ cp 1 1 1 1 

゜
1 5 

用例数は10例以上のものを太字にした。

表1では6種類の属格語尾を基本とする二重格語尾が実際に訳されている結果を示

す。この表から、属格語尾十与位格語尾 (,J喩）、属格語尾十与位格語尾（四）、属

格語尾十奪格語尾 (e~）、属格語尾十造格語尾 (e Iii<')の四種類は「助詞十名詞＋助

詞」の形で多く翻訳されており、属格語尾＋対格語尾 (e~)、属格語尾十共同格語尾

(e q,('）の二種類は「助詞＋助詞」の形で多く翻訳されていることが分かる。また、属

格語尾十奪格語尾 (e~)の翻訳は残りの 5 種類の二重格語尾の組み合わせと比べる

とばらつきが見られた。二重格語尾の種類ごとに見ると以下の通りである。

表1から属格梧尾＋対格語尾（緑）の組み合わせを、モンゴル語を母語とする日本語

学習者は四つの形式で翻訳していることが分かる。最も多い形式は「助詞十助詞」の

形であり、合計60例のうち37であった。その次に、「助詞」と「助詞十名詞＋助詞」

がそれぞれ11例、「¢」が 1例であった。「助詞十名詞」と「名詞＋助詞」で訳された

例はなかった。

次に、属格語尾十与位格語尾（w/.e)は「助詞十名詞＋助詞」の形で最も多く翻訳さ

れており、 48例であった。また「名詞＋助詞」が2例、「助詞＋助詞」が5例、「助詞」

が4例、噂」が 1例であり、「助詞十名詞」で翻訳された例は見られなかった。

また、属格語尾十与位格語尾（窪）の訳例で最も多く見られた形式は「助詞十名詞

＋助詞」の形式で、 46例と圧倒的に多い。次に、「助詞」が9例、「助詞十名詞」が l

例、「助詞＋助詞」が3例みられ、「¢」の形式で翻訳しているのも 1例あった。
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続いて属格語尾十奪格 (e~) の訳例を見ると、「助詞十名詞＋助詞」の形で最も多

く、 26例であった。これ続いて多いのが「助詞」の形式で、 19例見られた、「助詞＋

助詞」の形式で翻訳された用例も 13例あった。そのほか、「名詞＋助詞」、「¢」がそ

れぞれl例であった。「助詞十名詞」の形では翻訳されたものはなかった。

5つ目として、属格諾尾十造格語尾（紐）の訳例を見ると「助詞十名詞＋助詞」の

形で最も多く翻訳され、 44例であった。その次に、「助詞＋助詞」の形で翻訳されて

いる例が 10例、「助詞」の形式で翻訳された例は6例あり、「助詞十名詞」、「名詞＋助

詞」、「¢」の形式では翻訳されたものはなかった。

最後に、属格語尾十共同格語尾 (e<l!(')についてみると、属格語尾十対格語尾の訳例

と同様大別して三つの形で翻訳されていることが分かる。すなわち、「助詞＋助詞」が

最も多い、 37例、次いで「助詞」の形が 12例であり、「助詞十名詞＋助詞」が 11例、

噂」が 1例であった。

以上の表lからはモンゴル語の二重格語尾を日本語に翻訳するときに形式面でどの

ような特徴があるかについて明らかにするために次の考察を行う。

7.考察

これまで、モンゴル語の属格語尾を基本とした二重格語尾を中心に、モンゴル語を

母語とする日本語学習者の翻訳の特徴を、六種類に分類して分析した。翻訳している

形式別に特徴が見られたので、以下で考察を行う。

7. 1 「助詞十名詞」の形式

まず、属格語尾を基本とした二重格語尾が「助詞十名詞」の形式で翻訳されている

例は1つしかなかった。それは、次に示す調査文lの学習者11による翻訳である。

調査文 1: 61-,~w/ か守償-が咤＂

模範的な訳文： 私田中さんの家に自転車で行ってきた。

学習者llの翻訳：私は田中四案自転車で行ってきた。

ここでは二重格語尾「副曲」が「助詞十名詞」の形で翻訳していることが確認でき

る。しかし、学習者11の翻訳したH本語の文は不自然で、「家」の次に「に」が一つ

欠けていることが確認できる。内モンゴル自治区におけるモンゴル語を母語とする日

本語学習者が中国語もできるため、学習者 11の母語であるモンゴル語のほか中国語

の影響があるかについて確認した。学習者の言語形成を訪ねたところ、中学校までは

中国語よりモンゴル語が多く使われており、高校から今までは中国語を多く使うよう

になったという。調査文lを中国語に翻訳すると、「我蒻自行牟去了田中家。」になる。

中国語の翻訳文からは「田中さんの家に」の箇所を「田中家」で翻訳され、中国語に

は方向を表す格助詞「に」の脱落が確認できる。そのため、学習者11の翻訳文からは

中国語にも影響されていると考えられる。ここの結果は小林 (1983)の研究結果と一
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致している。

7.2 「名詞＋助詞」の形式

「属格語尾を基本とするモンゴル語の二重格語尾は、上の調査結果からもわかるよ

うに「属格語尾十与位格語尾」と「属格語尾十奪格語尾」の二つであり、実例の数は

3例である。

調杏文8：元年ャ/6'か命＂

模範的な訳文：昨日スチンの家に行きました。

学習者3:昨日スチン家へ行きました。

調査文 14 ： q,("l('J-w'J~6' か-ゴ両如釦,d,w:rJ"

模範的な訳文：先月 スチンのところに行って一周間になって来

た。

学習者 14：先月スチンさん家に行って一周間泊まってきた。

調査文 8と調査文 14ではモンゴル語の文は「昨日スチンさんのいるところに行き

ました。」という文であり、学習者は翻訳する際に「スチンさんの家に行きました」と

翻訳するものを「スチン家」または「スチンさん家」と翻訳している。つまり、所属

を表す「の」が省略されていることである。「の」格が省略されている理由として、ま

ず、調査文8を中国語に翻訳すると「咋天去了斯琴家」になる。中国語では「スチン

の家」を「斯琴家」或いは「斯琴的家」のどちらでも可能である。そのため、中国語

に影響された可能性が高いと考えられる。

7.3 「助詞十名詞十助詞」の形式

続いて、属格語尾を基本とした二重格語尾「助詞十名詞＋助詞」の形で最も多く翻

訳されていることが確認できる。主にどのように翻訳しているかについてまとめると、

下の表2のようになる。

表2 「助詞十名詞＋助詞」で翻訳された実例

属格語尾を基本とした二重格語尾 「助詞十名詞十助詞」の形で翻訳された実例

①属格語尾＋対格語尾 (e~) の家から・のものを・の本も・の本を

②属格語尾十与位格語尾（山;e) の家から・の家に・の家ヘ・の家で

③属格語尾十与位格話尾（窪） の家から・の家に・の家ヘ・のところに・のところへ

④属格語尾十奪格語尾 (e'r;r/) の家から・の家に・のサイズより・の服より、の自転車で

⑤属格語尾十造格語尾（琢） の家から・の家に・の家を・のところに・の家へ

⑥属格語尾十共同格語尾 (e~) の分と・の本も・の本と・の本を・を共に

表2によると、⑥属格語尾十共同格語尾の訳例に見られる「を共に」のほかは、す

べて「（所属・所有の意味を表す）の十名詞＋助詞」の形で訳されていることが分かる。
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したがって、属格語尾を基本とした二重格語尾を翻訳する際には「の十名詞＋助詞」

のうち、助詞の部分にどのような訳語を当てるかが肝要であると言える。

7.4 「助詞＋助詞」の形式

さらに、二重格語尾を2つの格語尾に分解し、それぞれ語尾に対応する日本語の助

詞を当てて翻訳した例も少なからず見られた。下の表3は、それをまとめたものであ

る。

表3 「助詞＋助詞」で翻訳された実例

属格語尾を基本とした二重格語尾 「助詞＋助詞」の形で翻訳された実例

①属格語尾＋対格語尾 (6-;f) のも・のを・のと・土上

②属格語尾十与位格語尾（~;e) のに・のヘ・ので・ニ丘

③属格語尾十与位格語尾（窪） のヘ・ヘに

④属格語尾十奪格語尾 (e~) のから・のより

⑤属格語尾十造格語尾（窪） ので・のヘ・のも・ニ上

⑥属格語尾十共同格語尾 (e叫 のと・のも・との

ここでは、表中の下線を引いたものを除くすべての訳例が「の十助詞」の形で翻訳

されている。そのため、日本語学習者の翻訳は属格を基本とした二重格語尾を翻訳す

る際に前接の属格を「の」で翻訳し、後接の格語尾を文の全体的な意味に合わせて翻

訳する必要があると思われる。以下、学習者6による調査文6の翻訳と学習者 15に

よる調査文の翻訳を見てみよう。

調査文6：缶ャl6'竺宝玉り＂

模範的な訳文： 私スチンのものと もってきた。

学習者6の翻訳：私はスチンのと持ってきました。

調査文15：切如旺l磁→吋汽ャl6'竺亨磁!16¥J" 

模範的な訳文：母が料金を払う時にスチンのと一緒に払った。

学習者15の翻訳：お母さんお金を払う時にスチン四上一緒に払った。

調査文6は「私はスチンさんの物炉斤有物）と一緒にもって来た。」という意味であ

る。日本語では、「の」と「と」の間にスチンさんの所有物を表す名詞を置かないと様々

な解釈が生まれてしまう。しかし、学習者はモンゴル語の影響を受けて名詞や名詞に

相当するものを置かずに二重格語尾をそのまま翻訳していることが分かる。

調査文 15「母が料金を払う時にスチンさんの分と一緒に払った。」と翻訳すると自

然な日本語になる。 6ただ、学習者 15の翻訳にあるように「の」と「と」を続けて上

地いても決して不自然ではない。その理由として、この訳文の「の」は準体助詞で、

「の」自体に「お金」を代用する機能があるからである。ところが、多くのモンゴル

6ただし、「母は料金を払う時に自分のお金とスチンさんのお金とで一緒に払った」という解釈も可能
である。
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語を母語とする日本語学習者はその点を認識しない、たまたま準体助詞の「の」と解

される「の」を訳語に採用し、結果として正しい翻訳を導いているという場合が少な

くないのである。

このように、モンゴル語の二重格語尾は文脈によって、「助詞＋助詞」の形式で翻

訳されるものもあれば、直接翻訳されないものもある。そのため、どのような場合に

「助詞＋助詞」の形式で翻訳されて、どのような場合に翻訳されないかについてさら

に検討する必要があると思われる。

7.5「助詞」の形式

調査文4：缶叫竺缶い向＂

模範的な訳文：私スチンのものをもって来た。

学習者の翻訳：私はスチン上一緒に来た。（協力者7)

スチンさん主連れてきた。（協力者6)

調査文16：翠辺-曲-玩≪サl竺紺凸⇔碕謳t♦♦ 

模範的な訳文：バトさん本を持って来るときスチンの本も持

って来て くれた

学習者の翻訳：バトさんはスチンさん2—緒に持ってきました。（協力者 1)

調査文4は学習6と協力者7はそれぞれ「を」と「と」と翻訳されている。また調

査文16は「を」と翻訳されている。これら 3つの訳例はいずれも原文の意味を正しく

表していないのであるが、これは学習者がそもそも原文の意味を理解していないこと

に起因するものと思われる。

調査文7：←パ臼立竺 1=1.)♦♦ 

模範的な訳文：明日李先生の家に行きます。

学習者12の翻訳：明日李先生二行きます。

調査文8:1tJ;;,c(1,.cいゴげ=し)＂

模範的な訳文：昨日 スチンさんの家に行きました。

学習者 18の翻訳：昨日スチンニ行きました。

これらの調査文に対する翻訳を見ると、モンゴル語を母語とする日本語学習者は二

重格語尾を、方向を表す「へ」と訳しいている、原文は李先生やスチンさんのいる「場

所」、もしくはスチンさんに所属する「家」あるいは「会社」などの場所を表す名詞が

含意されているが学習者は翻訳するときはスチンに所属するものを省略していること

が確認できる。このように翻訳している理由として、調査文7、調査文12の原文は内

モンゴルの地域差により「←パ竺心戸戎）＂」 ♦ 「元和い,./<l,('i(')'l!,ポ）＂」と読み書きをす

る地域もある。つまり、「対＃」「窪」の代わりに方向を表す助詞「心）」を使用してい

る。「免」は方向を表す機能があるためそのまま、日本語の「へ」で翻訳した可能性

があると考えられる。

最後に、学習者9による調査文10の翻訳と学習者lによる調査文15の翻訳を見る。

調査文10：ャle吋紺転心"
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模範的な訳文：スチンの家からスタートして調査した

学習者9翻訳：スチン立立調査した。

調査文 15：サ紐知”ばい,./I"') ♦♦ 

模範的な訳文：スチンの服はサランの服より大きい

学習者1の翻訳：スチンの服はサランさん上旦大きい。

調査文 10の文意は「スチンさんが所属するものからスタートして調査した」という

ものであるが、学習者9は「スチンさんに所属するもの」を訳に反映させることがで

きなかった。この翻訳は学習者lの外にも確認されている。また、「サランさんの服」

と「サランさん」と比べているよう読め、「助詞」の形で翻訳された例が多かったと考

えられる。

7.6「¢」の形式

本調査結果、二重格語尾が「¢」の形で翻訳されている例が属格語尾十造格語尾 (6'61<')

の訳例を除き、それぞれ60例中 1例あったことも判明した。

調査文 9 ：白侶-旺l-磁肘m占m« ャl"“~~)"

模範的な訳文：父携帯を修理しに行く時スチンのをも

もっていきました。

学習者6の翻訳：父は携帯を修理に行く時スチン来た。

調査文9の中での、二重格語尾の部分が日本語で翻訳されていないことが確認でき

る。

8.まとめ

本稿では、中国内モンゴル自治区におけるモンゴル語を母語とする日本語学習者が

モンゴル語を日本語に翻訳するに際して属格語尾を基本とする 6種類の二重格語尾を

処理する方法にいかなる特徴がみられるかを明らかにし、その分析を試みた。

①属格語尾を基本とする二重格語尾の翻訳には「助詞十名詞」、「名詞＋助詞」、「助

詞十名詞＋助詞」、「助詞＋助詞」、「助詞」、「¢」の6つの形が見られる。その

うち、「助詞十名詞」、「名詞＋助詞」、「¢」の形で翻訳されるケースは少なく、

「助詞十名詞＋助詞」、「助詞＋助詞」、「助詞」の形で翻訳されるケースが多く

見られた。

②最後に、考察を通して、学習者の習得には母語であるモンゴル語の影響の外に、

第二言語である中国語の影響、地域差と学習者本人の日本語能力なども影響し

ていることが明らかになった。そのため、これらをさらに検討する価値がある

と思われる。
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モンゴル語の参考文献 (~~d咄-ぶ）

叫：《怠吟d匂示吋》へぶ匂如ねり如-d心か伝り2009~"

（ゴ スチンゴワ・東京都立大学大学院博士後期課程）
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